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を中心l乙clivusiを)Jlζplainで iso, CEによ り
enhanceを受ける masslesionが見られた． rnalig・ 
nancyの historyがあり metastasisも疑われたが，
長期間経過しており確定診断のため4月6日 biopsy





























神経麻療のみ存在． 単純 CTでは蝶形骨洞内に iso-
dense massがあり，後箭骨洞部への伸展が認められ．
















く術後経過＞手術一週間後， 反対側の orbital apex 
げndromeが出現し， 全盲となる．総頚動脈より，























入院後経過 enhanced CT scanで両側大脳半球，後




































































11月28日急激に頭痛， E匿吐，右不全片7 ヒ出現したた く症例＞ 7才男児
め合志病院受診.CTで左、ンノレビウス裂内を中心IC:, く主訴＞Petitma! seizures 
径 Scm大の cystを伴い．造影剤投与により辺縁が増 1988. 8. 22.朝ポットから湯を出していてそのまま10数
強される腹蕩を認め， CAGでは腫蕩陰影は見られず， 秒間意識を消宍，一点、を凝視する発作で発症した．
中大脳動脈分校の壁の不整や一部造影遅延と径の細小 CTでは右前頭葉で falxIL接した場所の脳実質内に
化を認めた 11月29日当科転床入院する．入院時傾 solidなtumorがみとめられ， perifocaledemaを伴っ
眠，右不全片マヒ，圧脈あり。同夜急に意識レベル低 ていた．神経学的検査では特記すべき所見はなかった．







術後経過は順調で，化学放射線治療を終了し，右手の るpleomorphismが特徴的で， bizaロな giantcelも多
巧鰍運動の障害をのとすのみで独歩退院した．病理組 くみられ，細胞質内に lipiddropletsとおもわれる
織学的検査では，脳表部黄色の腫療は多型性を示す vacuoleが多数みられている.GFAP染色が陽性で，
foamy cel からなり，巨細胞，多核巨細胞を多く認め この腫蕩は astrocyte由来のものであることが証明
た．増生した reticulin線維が，腫湯細胞を葉状K取 された．銀染色では reticulin陽性で， Pleomorphic
り囲んでおり， mitosisは少ない．一方深部の麗蕩は， xanthoastrocytomaの criteriaを満足していると診断
比較的均一な類円型の核を持つ fibrillaryastrocyteか された．
らなり，異型性lζは乏しいものの著明な血管増生と広 今日まで，文献には35例が報告されており，本邦で
範な壊死部が存在した．以上より PXAの像を持つ は5例の報告がある． 本報告例では，frontallobe k発
astrocytoma grade E と診断した． 生しており，術后6カ月の現在患児は元気IL通学して
この症例は，悪性 astrocytomaが xanthomatous いるが，再発例も報告されており、今後注意深く follow
な変化を誘発したのだと推測される． upしたいと考えている．










giant cel ではあるが necrosisや血管の endothelial
proliferation等の malignantの所見はなく，cytoplasm
lζ豊富な lipiddropletsを有し， stromaI亡は reticulin




































































high intensityを， T，強調画像ではやや lowの in-
tensityを示していた．12月6日！こ， まず水頭症に対
して脳室一腹腔短絡術を施行し，その2週間後，infra-




























HCG, AFPは正常範囲内であった． transsphenoidal approachで腫揚は部分摘出され，病
頭叢単純撮影では，トルコ鞍は扇平で，鞍背の破壊 理組織学的に germinomaと診断された．術後K化学
があり， h公果体部に 6×3mmの石灰化を認めた． 療法のみが施行され，術直後iとは残存していた腫錫陰
CTでは、松巣体部と，鞍上部から両｛則前頭葉（主に 影の消失を認めた．
右側）， 布側脳室前角を被い隠すように highdensity 症例2は14才の男性で頭痛，幅気，曜吐で発症し，
massがあり，一部に石灰化を含んでいた．側脳室は CTで松果体部の石灰化と脳室拡大を認めた．造影




mass が伸びており， T• 強調画像では，松果体部と右 ず，現在のと乙ろ再発の兆候を認めない．
前頭葉に highintens山・があり，その周辺にやや強い
high intensit，・を伴なっていた．





















































































































ん下障害も指摘され， CT スキャ ンにて左小脳橋角部
lζ腫蕩もみられたため64年1月6日紹介されてきた．
来院時，第12脳神経のl削車による舌左半分の萎縮の他


















A -14) 内分泌症状で発症し MRIにて
発見された鞘上部腫霧の一例
兵庫県立乙ども病院脳神経外科











































































































































































＜方法＞ convexitv meningioma 7例， parasagi tal 
meningioma 1例に対し Simpsongr:‘1心 Iの全摘出









rt O例，transitionaltype 4例中 l例，五broblastictype 























rneningioma with psammomatous component で，·~胞
壁にも同様の腫場細胞が見られた．
〈症例 2> 48歳，女性， 主訴は左片麻拘， CT及び脳
血管撮影で右前頭部の裂胞を伴う大脳鎌髄膜腫を疑
































そのうち重量胞形成を伴った症例は3f¥ij (3. 3箔）であ が報告されているにすぎず，きわめて稀である．今回
る． われわれは多発性血管芽腫にテント上髄膜l通を伴った
く症例 1> 53歳，女性，頭痛・ I匝吐を主訴として＊ 2症例を経験したので若干の文献的考察を加え報告す
院. CTにて左側頭部円蓋部lこ低吸収域を伴う均一な る．
造影効果のある massを認め，嚢胞性腫場と診断し 症例 Iは2世代4人に Lindau病が確泌された家系

















) ) t・ystir craniopharyngioma with ciliated cells 
and/or goblet cels: 3例
2) simple cyst of craniopharyngiom•‘L 
(Landolt): 1例
3) Rathke’s cleft cyst: 8 i同1
4) pituitary rvst without epithelium lining 1例
5 ) arachnoid n・川 1例
































症例： arachnoidr、おl 2例， craniopharvngioma1 






















































































































あり年令は， ~o厳～75設で，男性 7 例，女性 6例であ
る．初発例では，全例手術を施行し，術后，化学療法









RC 3例 NC5例，再発5例， NC3-WIJ PD 2例であ
った IFN投与による副作用は，骨髄抑制がみられ，









いる 中でも， IFNは， ACNU，放射線療法と組み合
わせた IAR彼法が従米の治療成績よりもよい結果が









































川上 l協弘，松村 ,1, 








免疫正常 dd＼＇雌 7 ウスを用い cyclophosphamide
(CPM）前処置による日RCA！こて抗癌剤感受性試験の
基礎的検討をi"った．
方法：使用した実験臆蕩は脳腫蕩株化 T9rat gliomn 
cel，使用した抗癌剤の種類は， ACNU, MCNL!, 
BLM, 5-FU, MMC, MTX, VCRの7種である．単層
）＇~養法では抗癌剤の臨床常用量の1/1000を基本濃度と
し， 24時間接触後の生長曲線を作成した メRCAは








































































!ADM, ACNL', MTX, Ara-C, BLM等）と比較検討
した．
2) 5 × io• 個の 203 グリオーマ域養細胞を C57BL!6
第29回近畿脳腫蕩研究会 381 
7ウスの大槽内に移植してグリオ 7 トージスモデルを
作製し， FK973 と ACNl' の治療効果を :Vledian
survival time ( MメT）にて判定した．
























































度の2剤併用療法で感受性を示した． ,3 {etal brain 



























































































































































出組織を細切後， 100;)F＜刊加 I-!λm's Fー 10で培養し





〈結果〉染色体数は症例 1で 44 112 (n =38），症例2



















大西 E倫， ）j~ 本修一
i飽 琢有，最上平太郎





〈方法） germinoma 11例および，それ以外の germ
cell tumor 6例の計17例について， ホルマリン固定
パラフィン包捜した手術標本より組織切片を作成し
λBC法により免疫組織染色を行った． また， germ 
cell tumor, pineoblastoma, gliomaの症例より得られ
た髄液，血清中の NSE濃度を測定した















の NS1・；濃度では， germcel tumorの2例の縫液で高
怖を，J；し， glioma,pineoblastomaなどでは血清及び髄
液中とも高値は認められなかった．
くまとめ＞1.従来， 報告されてきた AFP,HCG, 
l'L¥I＇などの I重湯"7－カー以外に． NSEあるいは









~J~ ~＇ f'-. i能 琢有
山本弘志，最上平太郎
¥-lemorial Slo川、 Kettering Cancer 
Center 























た El細胞を DEX添加培地で培養， CPF産性能への
dexamethasoneの効果についても検討した．
く結果＞ (1)2f重のヒト悪性グリオー7 細胞 EI及び
HFAの Sl'P-Cは著明lζ脳毛細血管透過性を冗進
させたが， ヒトif.常クリア細胞（HNG）のそれはさせ






































































れれば， より少ない dfectorで， 同様の効果， また
は，それ以上の効県が，期待できるものと恩われる．




く材料，方法） C57BL/6 ( 6～8週）の spleen,thy-
mus, bone marrowを探取し， effectorとして使用し，




く結論〉①マウス Iし5は， IL 2存在下で， LAK活性
を著明lζ増強する. ＇ ~J LAK 活性は， IL-5 の濃度に比
例して，増強される．③IL-5 (i. ±音養期間の後期に
作用しているものと思われる．

























body，ついで peroxidaselabelled goal anti rabbit 
IgG antibodyを反応させ， o-phenylenediamine IC:て
発色後， 492nmにおける吸光度から IL-1 f3震を算出
した．本法の検出限界は 2pgc，川／である．
く結果）neurinoma, meningioma や low-grade の
mixed gliomaおよび日strocytomaにおける IL1 f3j量
はそれぞれ 98.128, 86, 122 pg/mg tissueであった．
























ルマリンで固定後，パラフィン包2塁し， UEA-I, Con 
A, PSA, LCA, RCA-1, PNA, SBA, OBA, SJA, BSL・
1, ＼・（；，＼， SlllT川、lat引I¥VGAの12種類のレクチ ンlζ反
応させ，ABC 法にて結合部位を調べた．尚， 3 {91Jの
正常末梢神経の結合態度も検索し，神経鞘胞と比較し
~－ 
〈結果）1) Con A. PSA, LCA, RCA-1, ¥V(;Aの5
1重類のレクチンは， l現場細胞の胞体， 結合組織， 血
管内皮細胞と結合したが， 伎と有意に結合したのは
Con A と RCA・1のみであった.2) a-D-N Acetyl 





















































〈方法） BALB/c mouseに GI-1を免疫源として免
疫を行なった．既ち，初回免疫は， GI-1(3×107 cels) 
をそのまま腹腔内に投与．二回目の免疫は， 1ヶ月後，
GI-1 (5×107 cells）の細胞膜成分を抽出し，腹腔内lζ
投与 3日後に spleencel を取り出し， mousemye-
Joma cel (NS-1）と融合．クローニンタをiJない，
600個の融合細胞を得た． とれらの分泌するモノクロ









〈結果〉 ヒト クリオサノレコー 7細胞株 GI-1て免役し
た mouseを用いて作製した600個のモノクロ一ナノレ抗
体中，正常脳組織とは反応しないが，ヒトタリオ－＂？
の細胞膜上の抗原を認識するものが9個得られた．
く結論〉現在，得られた9個のモノクロ一ナノレ抗体の
characterization と，その認識する抗原の解析中であ
り，今後，新しい免疫療法の可能性について検討をjj 
なう予定である．
